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〃    〃   熊野分佼
〃 稲薬養護学校伊賀分校上野教室
〃   〃    〃 名張教室
広島県立三原養護学校大崎分教室





























































































































































































〃 東桜本小学校   〃
〃 稲田小学校    〃







































敷地 (29,791m2),運動場 (7,933m2),プ_ル(大25m,小15m),給食室 (138m2)は,小学校と
共有である。校舎は,北校舎 (鉄筋コンクリート3階建)を附属小学校と分割しており,廊下続き
となっている (開けた状態のアコーディォンカーテン有り)。 東側には独立の校舎 (鉄筋コンクリー
























































教員27人等で,独自の敷地 (19,218m2),校舎 (延3,041m2,厨房・食堂を含む),体育館 (600142),
運動場,プー ルなどを有している。
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〈計画的な交流〉
校務分掌としては,指導部の特別活動の中に交流教育係 (各学部主事で構成)がおかれている。
附属校園の交流としては,附小 (1993年度 :児童数712人・教員数26人)学習発表会への参加 (小学
部)が行われる程度である。















































































































春日町小学校 (1993年度 :児童数773人・教員数32人)と学期に1回以上の交流 (4年2組とのプー
ル交流,焼き芋交流,冬の遊び交流,行事への招待)を行っている。隣接の市立王子中学校 (1993
年度 :生徒数940人・教員数48人)とは,昼休み交流が行われていたが,日課時間が合わなくなって
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図10 横浜市立新治養護学校の配置図 (『横浜市の学校建築Ⅱ』1988より)









































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 37巻 第 1号 (1995)
⑮
図11 横浜市立東俣野養護学校の配置図 (『横浜市の学校建築Hど 1988より)
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校, 1養護学校),地域交流活動 (健民祭,地域清掃, くれよんの夢展),啓発活動 (パネル展,交
流通信,保護者への啓発)などに取り組んでいる。小学校に位置的統合をしている3校と同様に昼
休み交流も進めているが,中学生の場合には自然な形での交流は見られにくいという。














平行した校舎 (北から1舘, 2舘, 3舘, 4舘, 5舘)があり,南側が運動場 (6,448m2)になって
いる。養護学校は,1舘東側の全てと西側の2階の一部,2舘の全て,5舘の1階を校舎(1,156m2)
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児童・生徒についての理解を深め交流の大切さを広める」ことをねらいに取り組んでいる。交流は,
居住地校との交流を中心に,隣接校との交流およびその他の交流がある。居住地校との交流は,養
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図14 福岡市立南福岡養護学校の配置図 (1993年度,同校提供資料より作成)

















































































c    F

































































































































































































































ては『Special Neeh in Education』,スコットランドに関しては『Special Educational Needs in
Scotland』)が公表され,それらを受けてさらに1981年教育法として法制化され,1983年4月より施
行されている。           i
そのウォーノック報告は,「第7章 通常の学校における特別な教育」において,インテグレーシ





































































































































































2)群馬大学教育学部附属養護学校 (1993)『平成5年度 学校要覧』,同(1993)「平成5年度 交流係の活動計画」,
同 (1983～85)『研究紀要』第3集(昭和57年度)～第5集(昭和59年度)。 群馬大学教育学部附属小学校 (1993)『平
成5年度 学校要覧』。
3)横浜国立大学教育学部附属養護学校 (1993)『平成5年度 学校要覧』,同(1993)『平成5年度 学校案内』,同
(1993)『研究紀要 第9号 (平成4年度)』,同(1988)照げ立10周年記念誌 附養十年の歩み』。
4)富山大学教育学部附属養護学校 (1993)『平成5年度 学校案内』,同(1993)『平成5年度 学校管理指導計画』,
富山大学教育学部附属学校園 (1993)『平成5年度 要覧』。
5)愛媛大学教育学部附属養護学校 (1993)『1993 学校要覧』,同(1993)『研究集録 20(平成4年度)』。
6)大分大学教育学部附属養護学校 (1993)『平成5年度 学校要覧』,同集会部 (1993)「第12回 四校園子ども集会
について」。大分大学教育学部附属幼稚園 (1993)『平成5年度 幼稚園要覧』,大分大学教育学部附属小学校 (1993)
『1993 学校要覧』,大分大学教育学部附属中学校 (1993)『1993 学校要覧』,池田直 (1990)『養護学校中学部との
共同教育の実践』(44頁,部内冊子)。
7)広島県立三原養護学校 (1993)『1993年度 学校要覧』。





9)大分県立新生養護学校 (1993)『平成5年度 学校要覧』,同(1993)「『同和』教育 共に生きるために」。大分市
立王子中学校 (1993)『平成5年度 学校要覧』。
10)横浜市立中村養護学校 (1992)『平成4年度 学校案内』,同(1992)『新校舎の概要』,同(1992)『なかむら養護
学校のあゆみ一創立10周年記念誌―』,同(1986)『昭和61年度 学校要覧』,同交流委員会 (1993)「1993年度 交流
年間計画」。横浜市立中村小学校 (1991)『平成3年度 学校経営計画』,同40周年記念事業委員会 (1991)『わたした
ちのなかむら』。
11)横浜市立新治養護学校 (1993)『平成5年度 学校要覧』,同(1992)「平成4年度 交流教育実施調査」,同(1986)
『新治の教育』,同(1990)『新治の教育 (改訂版)』。横浜市立新治小学校 (1992)『平成4年度 学校要覧』。
12)横浜市教育委員会施設部・横浜市建築局建築部 (1988)『横浜市の学校建築H』 pp.9295。
13)横浜市立東俣野養護学校 (1991)『平成3年度 学校要覧』,同(1991,92)『重度。重複障害児の指導内容・方法
の実践的研究』(初年度, 2年次)。 横浜市立東保野小学校 (1991)『平成3年度 学校経営計画』。
14)横浜市立大綱養護学校 (1993)『平成5年度 学校要覧』,同(1991)『平成3年度 学校要覧』,同(1991)「交流
通信 おおつなようご」,同(1989)『横浜市心身障害児教育研究指定校 研究のまとめ―研究主題「地域に根ざした
交流教育」の実践研究―』,同交流教育係 (1992)「平成4年度 交流教育実施計画」。横浜市立大綱中学校 (1991)『平
成3年度 学校要覧』。




17)福岡市立大濠養護学校 (1993)『平成5年度 学校要覧』,同(1993)「平成5年度 交流教育方針」。福岡市立南
当仁小学校 (1992)『平成3年度 交流教育実践記録集』,同(1990)「′い身障害児理解推進校 文部省研究指定 発表
シナリオ」。











21)影θθ力′邑?砲″ο″″Nヮ¢,身Report of he Committee of EIaquiry into the Education of Handicapped Children








合が91%,個別的統合が9%と報告されている (」erry Rosenq?t[1993]:影励 ′a力骸肋ηヵ&姥虎物“Europian
Journa1 0f speciaI Needs Education"Vo18 No.1,p61)。
24)力日瀬進 (1991)「スウェーデンにおけるローカル・インテグレーションの動向」『障害者問題研究』第64号,pp 74
-76。
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 37巻 第 1号 (1995)
25)同上書,pp.7780。スウェーデンのセーデル (M.S6der)によるこの視点の提起は,ウォーノック報告にいうイ
ンテグレーションの3形態とは微妙に相違するところもあるが,イギリスのヘガティーらの注目するところともなっ











A Case Study on Locational lntegration of Special Schools fOr the]Iandicapped in Japan
Akio WATANABE*
Abstract
LOcational integration exists both where special units Or classes are set up in ordinary schools and、vhe e a
special schOOl and an Ordinary schOol share the same site ln Sweden, Tvllere it is Often claimed that the
educational integration of even severely disabled children has been widely achieved,the form which it takes for
the intellectual handicapped is mainly 10cational ln the so‐called“WarnO k Report",which was published by
the ComHュittee of Enquiry into the Education of Handicapped Children and Young People in 1978 in Great
Britain, the cOncept of three characteristic fOrms of integration―-locational, social and functional――was
distinguished and locatiOnal integration was regarded as a first stage towards full integration
ln Japan, where special schools(mainly gOverned by prefectural education authOritiesl have been On the
separate sites from ordinary schOOIs(mainly governed by municipal education authorities at elementary and
lo、ver secondary levelsl,there were 13 cases of sch001buildingintegration and 23 cases of schoolsiteintegration
in 1993 when the total number Of special schools was 964 However locationalintegration of special schools has
been little‐known and impeded by difference of school governing bOdies, half Of the prefectural education
authorities,lvhich rephed to my questionaire in 1993(ratio of valid replies、vas 68%),regarded it as important
to promote educational integration.
In this case study, I explained that nOt Only careful planning of the disposition Of ordinary and special
accommodation but also effective organization of sOcial interchanging activities cOuld offer bOth handicapped
and non‐handicapped children the oppOrtunity Of fa■li■arising themselves with the other,for example,as a case
of Yokohama・city.
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